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あおぞら
「
福
祉
は
人
を
育
て
る
」

　
午
後
８
時
、
勤
務
時

間
は
大
分
過
ぎ
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
仕
事
は

終
わ
ら
な
い
。
昼
間
は
、

相
談
や
電
話
対
応
で
追

わ
れ
る
か
ら
、
事
務
処

理
は
人
が
来
な
い
夜
に
な
る
。

職
員
の
３
分
の
１
は
、
パ
ー
ト

で
あ
る
。
彼
女
ら
の
頑
張
り
が

こ
こ
福
祉
職
場
を
支
え
て
い
る
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
福
祉
職
場
に

も
、
４
月
に
新
人
職
員
が
配
属

さ
れ
た
。
新
人
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
仕
事
で
か
か
わ
る
人
が
皆

や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
時
に
は
怒
鳴
ら
れ
、

厳
し
い
言
葉
を
受
け
た
り
す
る
。

当
然
へ
こ
ん
で
、
人
間
不
信
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う

い
う
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
き

方
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、

人
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

を
知
る
の
で
あ
る
。
来
年
の
今

頃
に
は
、
い
ろ
ん
な
変
化
に
対

応
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
て

い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
職
場
も
長

く
居
る
と
、
た
ま
に
は
感
謝
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
報
酬

が
あ
る
か
ら
、
ま
た
頑
張
れ
る
。

（
麦
わ
ら
海
賊
団
）
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慎重に 慎重に

北
信
州
に
春
を
告
げ
る

　
中
野
ひ
な
市
に
合
わ
せ
、
３
月
31
日
（
日
）・

４
月
１
日
（
月
）
に
中
央
公
民
館
で
『
中
野
き
り

え
の
会
』
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民

を
対
象
に
し
た
切
り
絵
体
験
教
室
は
31
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
中
野
き
り
え
の
会
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
指
導
を

い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
最
初
は

緊
張
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
原
画
を
切

っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
き
て
か
ら
は
自
信
を

も
っ
て
作
品
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
切
り
絵
の
作
品
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
中
野
市
立
図
書
館
の
図

書
館
カ
ー
ド
の
黒
姫
物
語
の
絵
柄
は
、
小
林
歌
子

さ
ん
が
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
切
り

絵
の
作
品
は
、
市
立
図
書
館
の
中
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。
で
は
一
体
、
図
書
館
の
ど
こ
か
探
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

やさしい表情に魅せられて

・
公
民
館
レ
ポ
ー
ト

・
図
書
館
開
館
20
周
年
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中
央
公
民
館
と
書
道
如

水
会
は
、
３
月
31
日
（
日
）、

４
月
１
日
（
月
）
の
両
日
、

書
道
愛
好
家
の
技
術
の
向
上
、

文
化
の
普
及
を
目
的
に
、
第

32
回
中
野
市
民
書
道
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
例
年
同
様
、
市
内
の
小
中

学
生
、
書
道
愛
好
者
や
市
内

の
書
道
グ
ル
ー
プ
に
所
属
さ

れ
て
い
る
皆
様
の
作
品
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。
今
年
出

展
さ
れ
た
方
は
、
２
０
４
名

（
一
般
の
部
38
名
、
小
中
学

生
の
部
１
６
６
名
）。
そ
の

中
か
ら
、
一
般
の
部
で
は
特

選
５
名
、
秀
作
５
名
、
入
選

７
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
小
中
学
生
１
０
４
名
の

皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
２
日
（
火
）
の
表
彰
式
で
は
、

特
選
５
名
と
秀
作
５
名
の
皆
さ
ん
に
賞

状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
の
部
で
入
選
さ
れ
た
方

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
中
央
公
民
館
長
賞
】　
　
青
木
　
孝
美

【
書
道
如
水
会
長
賞
】　
　
阿
部
　
久
枝

【
特
選
】　
吉
家
　
民
子
　
宮
本
　
朋
也

　
　
　
　
阿
部
　
朝
子

【
秀
作
】　
下
村
登
志
子
　
鎮
目
　
直
江

　
　
　
　
町
田
　
治
子
　
小
野
　
清
美

　
　
　
　
望
月
け
さ
子

【
入
選
】　
相
馬
　
文
子
　
中
村
　
久
子

　
　
　
　
土
屋
摩
智
子
　
武
田
　
朝
子

　
　
　
　
郷
道
　
敏
行
　
白
井
　
和
美

　
　
　
　
岡
本
　
良
枝

第32回 市民書道展

中央公民館長賞の授与

みんなで鑑賞

　
平
成
25
年
度
中
高
・
飯
水
公
民
館
役
職
員

研
修
会
が
4
月
18
日
（
木
）、
中
野
市
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
高
地
区
（
中
野
市
、
山
ノ
内
町
、
木
島

平
村
、
野
沢
温
泉
村
）
と
飯
水
地
区
（
飯
山

市
、
栄
村
）
の
公
民
館
関
係
職
員
147
人
（
中

野
市
49
人
）
が
、
地
域
で
果
す
役
割
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
、
前 

小
川
村
副
村
長
で
現

在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
し
い
村
小
川
・
絆
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
事
長
の
村む

ら

越こ
し

光み
つ

憲の
り

さ
ん
を
お

迎
え
し
、『
自
分
た
ち
の
生
活
し
て
い
る
地

域
の
植
物
や
大
地
の
成
り
立
ち
な
ど
を
学
習

す
る
地
域
学
習
』『
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
な
ど
に

よ
り
都
市
交
流
を
進
め
な
が
ら
、
大
学
や
博

物
館
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
』『
厄
介

物
と
い
わ
れ
る
葛く

ず

を
様
々
な
商
品
に
利
用
し

よ
う
と
試
み
る
葛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
な
ど
の

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
地
域
づ
く
り
に
は
地
区
の
特
産
物
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
」「
地

域
お
こ
し
の
た
め
に
は
、
地
域
の
特
色
を
十

分
に
理
解
し
た
う
え
で
学
校
な
ど
の
外
部
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
」
な
ど
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
高
・
飯
水
公
民
館
役
職
員
研
修
会
開
く

資
源
・
文
化
伝
統
を

　
　
　
　
　
発
掘
し
た
地
域
づ
く
り

講師の村越光憲さん

熱心にメモをとる参加者
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特 集
　
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
中
野
市

立
図
書
館
。「
本
が
沢
山
あ
る
と

こ
ろ
」
だ
け
で
は
な
い
図
書
館
の

楽
し
み
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
玄
関
に
続
く
道
の
脇
に
は
沢
山

の
花
が
植
え
ら
れ
、
四
季
折
々
の

花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
外
観
。
こ
の

庭
造
り
を
支
え
て
い
る
の
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
図
書
館

花
の
会
」
の
皆
さ
ん
。
代
表
の
吉

永
喜
代
子
さ
ん
は
、
10
年
程
前
か

ら
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、「
当

時
の
館
長
さ
ん
に
、

図
書
館
に
合
っ
た
花

壇
を
作
っ
て
欲
し
い

と
言
わ
れ
、
そ
れ
に

応
え
よ
う
と
思
っ
た

だ
け
。
最
初
は
、
草

取
り
を
す
る
だ
け
の

つ
も
り
だ
っ
た
」
と

話
す
。
出
身
は
佐
賀

県
。「
縁
あ
っ
て
中

野
市
に
住
む
こ
と
に

な
り
約
40
年
。
恩
返

し
の
つ
も
り
で
す
。

苦
労
も
あ
る
が
、
来

館
者
に
声
を
か
け
ら

れ
る
と
嬉
し
い
。
励

み
に
な
り
ま
す
」
と

笑
う
。
年
４
回
「
花

便
り
」
を
作
成
し
玄

関
に
掲
示
し
て
い
る
。

　
館
内
に
は
、
様
々
な
作
品
も
展

示
さ
れ
て
い
る
。
自
動
ド
ア
の
前

に
は
、
毎
月
変
わ
る
と
い
う
折
り

紙
の
作
品
。
リ
ー
ス
教
室
で
作
っ

た
と
い
う
巨
大
な
リ
ー
ス
や
デ
コ

パ
ー
ジ
ュ
な
ど
市
民
の
作
品
も
多

数
展
示
さ
れ
て
い
る
。
日
頃
、
本

ば
か
り
見
て
い
た
せ
い
か
全
く
気

づ
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
見
方
を

変
え
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
美
術

館
の
よ
う
だ
と
言
え
な
く
も
な
い
。

他
に
も
色
々
あ
る
の
で
、
是
非
、

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
見
回
し
て
欲
し

い
。

　
ど
の
本
を
読
も
う
か
？
と
迷
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
新
設
の
「
直
木

賞
・
芥
川
賞
作
品
」
コ
ー
ナ
ー
へ
。

ま
ず
は
間
違
い
な
い
秀
作
か
ら
。

「
私
の
好
き
な
本
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」

も
新
た
に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
か

ら
楽
し
み
だ
。
館
内
に
２
ヶ
所
設

置
さ
れ
た
ポ
ス
ト
に
誰
で
も
投
稿

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
図
書
館
職
員
に
よ
る
「
お
は
な

し
会
」
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
よ
み
き
か
せ
」
も
行

わ
れ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
、
音
楽
鑑

賞
も
で
き
る
が
、「
と
し
ょ
か
ん

☆
プ
チ
キ
ネ
マ
」
で
は
、
２
階
の

Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
の
大
画
面
で
映
画
を

鑑
賞
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
日
程

等
は
図
書
館
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
声
を
か
け
る
に
は
少
し
勇
気
が

い
る
よ
う
な
真
面
目
そ
う
な
図
書

館
職
員
さ
ん
達
だ
が
、
実
は
皆
さ

ん
と
て
も
親
切
な
の
で
、
怖
が
ら

ず
何
で
も
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
各
種
開

催
予
定
だ
そ
う
で
、「
図
書
館
か

ぁ
、
た
ま
に
は
行
っ
て
み
る
か
」

と
思
っ
た
ら
、
早
速
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
！

開館祝
20周年！

市
立
図
書
館
を

　
10
倍
楽
し
む

図書館花の会のみなさん

開館当時の中野市立図書館

あなたの好きな本を紹介してネ リースのデコレーション

人形劇も楽しいよ
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岩
船
の
淨

じ
ょ
う

清せ
い

寺じ

は
元
禄
一
二
年

（
一
六
九
九
）
に
創
建
さ
れ
た
。
そ
の
後

衰す
い

微び

し
た
寺
を
、元げ

ん

文ぶ
ん

元
年
（
一
七
三
六
）

に
再
建
し
、
寺
の
鎮
守
の
祀ま

つ

る
小
さ
な
祠

ほ
こ
ら

を
建
て
た
。
こ
れ
が
金
比

羅
堂
の
も
と
で
あ
る
。

　
寺じ

伝で
ん

に
よ
る
と
、
十
二

世
大だ

い

道ど
う

和
尚
は
、
十
一
面
観
音
菩
薩
の
使

い
と
い
う
童
子
の
夢
の
お
告
げ
で
、
讃さ

ぬ
き岐

の
金
毘
羅
大
権
現
を
勧か

ん
じ
ょ
う請
し
た
。
十
三
世

智ち

亮り
ょ
う

和
尚
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

に
小こ

祠ぼ
こ
らを

改
修
し
、
寺
の
守
護
神
と
し
て

金
毘
羅
大
権
現
を
お
祀
り
し
た
。
近
郷
の

人
々
は
壊か

い

災さ
い

聚じ
ゅ

福ふ
く

を
願
っ
て
参さ

ん

詣け
い

す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
金
毘
羅
堂
の
参
道
に
は
、
享

き
ょ
う

和わ

三
年

（
一
八
〇
三
）
に
奉
納
さ
れ
た
手ち

ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
が

残
っ
て
い
る
。
金
毘
羅
大
権
現
の
建
立
や

信
仰
の
隆
盛
を
語
り
か
け
て
い
る
貴
重
な

遺
品
で
あ
る
。

　
金
毘
羅
大
権
現
へ
の
参
詣
者
は
近
郷
ば

か
り
で
な
く
、
遠
く
長
野
・
飯
山
方
面
か

ら
も
訪
れ
た
。
一
月
十
日
の
「
初は

つ

金
毘
羅

さ
ん
」
に
は
、
雪
の
降
る
中
で
も
千
人
を

超
す
ほ
ど
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
。
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
、
中
野
駅
か
ら
岩
船
ま
で

参
詣
者
の
行
列
が
で
き
た
ほ
ど
だ
っ
た
と

い
う
。
寺
で
は
参
詣
者
に
は
景け

い

物ぶ
つ

の
「
ま

ゆ
玉
」
を
配
っ
た
。

　
今
も
「
初
金
毘
羅
さ
ん
」
だ
け
で
な
く
、

毎
月
の
例
祭
に
も
参
詣
者
が
絶
え
ず
訪
れ

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
河
野
　
　
實
）

　
岩
船
地
区
は
　
信
州
中
野
駅
南
西
に
位

置
し
、
昔
は
至
る
所
、
清
水
湧
き
、
ど
の

家
に
も
使
い
川
が
あ
り
、
小
川

が
流
れ
る
小
さ
な
集
落
で
し
た
。

　
現
在
は
５
０
０
戸
と
住
宅
、

ア
パ
ー
ト
も
多
く
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
も
あ
り
発

展
し
て
、
清
水
は
湧
か
ず
様
変

わ
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
正
月
の
金こ

ん

毘ぴ

羅ら

さ
ん
の
縁
日

も
昔
ほ
ど
の
面
影
は
な
く
、
た

だ
松
の
大
木
が
皆
様
の
参
拝
を
待
っ
て
い

ま
す
。

　
さ
て
岩
船
分
館
の
１
年
を
通
し
て
の
活

動
を
紹
介
致
し
ま
す
。

　
５
月
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

研
修
旅
行
、
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
、
毎
年

恒
例
の
蕎そ

麦ば

打
ち
大
会
、
大
変
真
面
目
な

人
権
講
座
も
あ
り
ま
す
。
特
に
蕎
麦
打
ち

は
、
自
分
で
打
っ
た
蕎
麦
で
ビ
ー
ル
を
飲

む
の
が
美
味
し
く
大
変
好
評
で
す
。

　
ま
た
、
敬
老
会
、
文
化
祭
で
は
、
１
班

１
芸
の
発
表
会
が
あ
り
公
会
堂
に
区
民
が

集
い
、
心
和
む
交
流
の
場
と
な
り
ま
す
。

屋
外
で
は
焼
き
芋
、
野
菜
販
売
が
あ
り
ま

す
。
盛
況
で
全
て
売
り
切
れ
ま
す
。
年
末

は
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

と
称
し
て
、
岩
水
神
社
で
も
ち

つ
き
大
会
が
あ
り
ま
す
。
お
餅
の
ほ
か
、

豚
汁
を
頂
い
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま

す
。
御
正
月
は
、
ど
ん
ど
焼
き
。
沢
山
の

子
供
た
ち
が
参
加
し
て
豊
年
満
作
・
無
病

息
災
・
学

業
の
上
達

を
祈
り
ま

す
。

　
分
館
役

員
は
今
後

も
各
年
代

が
お
互
い

に
参
加
で

き
る
よ
う

な
、
そ
し

て
ま
た
新
し
く
越
し
て
来
た
区
民
の
多
い

当
地
区
の
皆
様
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う

分
館
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
区
民
の
皆
様

に
は
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　（
岩
船
分
館
長
　
小
林
　
修
）

岩 船 分 館
岩
船
の
金こ

ん

毘ぴ

羅ら

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

平成25年度 中央公民館地域学習講座ふるさと歴史探訪

▪定　員　30名程度　　受講料　無料　▪申込み　４月23日（火）から受付開始
▪その他　当日の日程・予定・集合場所の詳細については、文書でお知らせいたします。

中野のお宮をめぐる

蕎麦打ち

第１回『間
ま

山
や ま

豊
と よ

富
と み

神社』間山
日　　時 ５月８日㈬ 午前９時30分～ 11時30分
講　　師 檀原　長則　先生
集合場所 現地集合（場所はお問い合わせ下さい）

第２回『小
お

内
う ち

八
は ち

幡
ま ん

神社』安源寺
日　　時 ５月22日㈬ 午前９時30分～ 11時30分
講　　師 河野　實　先生
集合場所 現地集合（場所はお問い合わせ下さい）

第３回『日
ひの

里
さ と

御
み つ

宰
か さ

建
た け

神社』岩井
日　　時 ６月５日㈬ 午前９時30分～ 11時30分
講　　師 田中　毅　先生
集合場所 場所はお問い合わせ下さい

第４回『上今井諏訪神社』上今井
日　　時 ６月19日㈬ 午前９時30分～ 11時30分
講　　師 阿部　敏明　先生
集合場所 場所はお問い合わせ下さい



５ 文化なかの /13.5

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講　座　名 日　　時 場  所 講   師 備　　　考

中
　
央
　
公
　
民
　
館

さわってみよう
初級携帯電話講座
＜内容＞基本操作（電話の
かけ方・写真・メール等に
ついて学びます。

6月4日(火)・5日(水)
・6日(木)
午後１時30分～3時30分
全３回コース

中央公民館
教室

ドコモショップ
中野店

＜定員＞16名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞携帯電話（ない方はお貸
しします）
＜申込み＞5月７日(火)から

家庭教育学級
楽しんで子育て
＜内容＞子育てについての
講演、おしゃべり会、幼児
食作りなど

６月13日(木)～12月上旬
10時～11時30分
（全８回予定）

中央公民館 テーマごとの
講師が担当

＜定員＞30名
＜対象＞育児中、これから育児をされる方
＜受講料＞無料
＜材料費＞1,000円
＜申込み＞５月20日(月)から。材料費
を添えてお申込みください。

料理教室
６月27日・７月25日・
８月22日・11月28日・
12月26日・１月23日
午前9時30分～午後0時30分

中央公民館
料理教室 六川くみ子 先生

＜定員＞36名＜食材費＞3,000円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、ふきん
＜申込み＞５月20日㈪から受付します

公民館ギャラリー　　切り絵展（なかの切り絵の会）展示

西  

部  

公  

民  

館

近世文書（古文書）
講座

５月13日・６月10日・７月８
日・８月５日・９月９日・10
月21日・11月18日・12月９
日・１月20日・２月17日
（全10回　月曜日）
午後７時～８時30分

西部公民館
木島平小学校
研究主任
高木元治 先生

＜受講料＞無料
＜内容＞地元に残る近世の古文書
を勉強します。一緒に歴史を楽し
みましょう。
＜申し込み＞随時　

未就園児とお母さんのため
の
母と子のすくのび学級
・音楽と楽しく遊ぼうリト
　ミック
・親子で簡単ダンス
・おやつづくり教室　ほか

５月20日・５月27日・６月
３日・６月17日・７月１日・
７月22日・８月26日・９月
２日・９月30日・10月28
日・11月11日

（全11回・月曜日）
午前10時30分～正午

西部公民館
小林寿美 先生
中山　愛 先生
長島知子 先生
山﨑　浩 先生

＜定員＞50名
＜受講料＞無料（おやつづくり教
室は実費負担あり）
＜内容＞みんなで歌ったり踊った
りしながら親と子のスキンシップ
を楽しみます。　　　　　
＜申し込み＞随時　　　　

豊
　
田
　
公
　
民
　
館

高齢者学級〈健康でいつまでも〉
音楽で脳がイキイキ！
～春の歌、雨の歌、初夏の歌～

6月10日　月曜日
午後1時30分～午後3時 豊田公民館 山崎みや子 先生

＜定員＞30名程度
＜受講料＞無料
＜内容＞歌ったり、音楽にあわせて
からだを動かし、脳を活性化します。

地域の歴史を学ぶ
古文書教室
古文書を読み解きながら、江
戸時代の豊田を知りましょう。

6月28日・7月26日
8月30日・9月20日
10月18日・11月29日
全６回　毎回金曜日
午後７時30分～９時30分

豊田公民館 舘林弘毅 先生

＜定員＞20名程度
＜受講料＞無料
＜持ち物＞筆記用具
＜内容＞豊田地域の古文書を中心
に講習します。

家庭教育学級
　　笑顔で子育て
　聴いて、触れて、体を動
かして親子で一緒に学びま
せんか。

5月22日・6月19日・7月17
日・8月21日・9月18日・10
月16日・11月20日・12月
18日・1月15日・2月19日
全10回　毎回水曜日
午前10時30分～午後1時まで

豊田公民館
笑顔で子育て
応援隊

（関夕加里 先生
ほか）

＜受講料＞無料
＜内容＞手あそび・スキンシップ、
絵本の時間、パラシュートなどを
使っての運動、交流広場など
＜持ち物＞飲み物、タオル、脱い
だり着たりしやすい服装、昼食（交
流広場に参加の方）

和太鼓教室
からだの芯まで響き渡る太
鼓を打ってみませんか

6月4日、7月2日、8月6日、
9月3日、10月1日
全５回　毎回火曜日
午後７時30分～午後９時

豊田公民館

創造集団大太
「大太坊」
冨田徳一 先生
豊田もみじ太鼓
と豊田故郷太鼓
のみなさん

＜受講料＞無料
＜バチ代＞ 2,000 円程度
＜対象＞一般（小学生以上）
ただし、小学校低学年は保護者同伴。
＜定員＞ 30 名程度

　　なかの21市民講座
運営委員募集

４月号「花郷」の写真につきまして、誤りがありましたので、お詫びし、訂正いたします。
　（誤）サンシュ　　　（正）サンシュユお詫びと訂正

個人・グループで制作された作品を募集します。奮ってご応募ください。
展示期間　　７月13日㈯～ 15日㈪
展示部門　　絵画・書・写真・陶芸ほか各種作品　１人３点まで
申込み受付　６月17日㈪から７月５日㈮まで ※詳細は中央公民館までお願いします。

市民作品展作品募集

　なかの 21 市民講座は、「これからをいかに生きるべきか」を市民のみな
さんと共に考える講座です。テーマの設定・講師の専任等について検討いた
だけるスタッフを募集します。お問い合わせは、中央公民館まで。



印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

　
４
人
集
ま
れ
ば
チ
ー
ム
練
習
が
で
き
る
。
８

人
に
な
れ
ば
試
合
が
で
き
る
。
こ
ん
な
手
軽
で

親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
が
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
で
す
。

　『
豊
田
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
』
は

結
成
さ
れ
て
18
年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
20
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で
の

20
数
名
ほ
ど
。
若
い
人
か
ら
高
齢
の
人
ま
で
一

緒
に
練
習
で
き
る
の
も
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
特
長
で
す
。
毎
週
木
曜
日
夜
、
中
野
市
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
集
い
、
楽
し
く
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
中
高
飯
水

の
大
会
や
諸
大
会
に

も
出
場
、
好
成
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
よ
さ
を
一

緒
に
味
わ
い
ま
し
ょ

う
」
と
代
表
の
高
橋

一
幸
さ
ん
は
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

花と季節の写真募集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季

節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の

名
前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー

ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

ツツジ／東山（月岡尚雄）

春の風景／上今井(晃
ひかる

子
こ

)　

　　　公民館報『文化なかの』  特集：公民館レポート・図書館開館20周年

豊田ソフトバレーボールクラブの皆さん

たかやしろの鯉のぼり／赤岩(小林幸成）

姥ヶ沢のコブシ／大俣（宮澤　聰）
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